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部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 ミツカン新企業情報発信施設　他 所在地 愛知県半田市

用途 事務所、工場 延床面積 22,970 ㎡

設計者 施工者 未定

事業期間 平成24年度～平成27年度

参考図

概評

自然環境に恵まれた地域環境を活かしながら、既往設備ストックの活用・改良と解体木材の活用等によ
り、既存・新規双方の建物の省CO2化を図る取り組みには先進性があり、類似プロジェクトへの波及・普及
につながる点を評価した。多くの訪問客が集まる情報発信拠点の機能を活かして、省CO2の多様な取り組
みを啓蒙・啓発する点も評価できる。

ミツカングループ　本社地区再整備プロジェクト 株式会社ミツカングループ本社

提案
概要

本社地区の施設再整備計画において４施設を同時進行で改修、改築、新築する。環境を軸とした「風」、
「光」、「水」、「土」、「人」のテーマ毎にそれぞれの建物が特徴ある省CO2技術を導入し、建物間でのエネ
ルギーのやり取り、情報の集約・発信などの役割を分担すること等、そのメリットを最大限に活かす。

事業
概要

㈱ＮＴＴファシリティーズ/株式会社石本建築事務所

 

「風」 
半田運河の河川冷却風 

夏期や中間期の卓越風は、南北に流れる

運河に乗って河川冷却風となる。 

この半田の風を、各施設それぞれに有効

な自然通風システムにより活用し、空調

負荷を削減する 

「光」 
豊富な太陽エネルギー 

全国的にも上位にランクされ

る豊富な日照時間、日射量を

持つ太陽光を、発電や集熱温

水パネルなどのエネルギー源

として活用すると共に、昼光

源として積極的に室内に導

き、合わせて最適な光環境を

保つための新しい明るさ感を

ベースとした先進制御を導入

「水」 
既存井戸水の有効活用 

酢製造用としての役割を終えて今後使

用されなくなる既存井戸水を、高効率空

調システムのための熱源水として、また

再生水として有効活用する 

「土」 
地中熱利用アースピット 

免震ピット層を外気取り入れ

ルートに機能付加し、年間を

通じて安定的な地中温度を外

気の予冷・予熱に利用する 

「人」 
ミツカンと地域のつながり

エネルギーの見える化によっ

て、働く人や観光で訪れる来

訪者などの省 CO２意識を高

める 

① 本社棟（改修）

② 新研究棟（新築） 

④ 新中間実験棟

（新築） 

③ 新企業情報発信施設（新築） 

【地域環境ポテンシャルと省 CO２技術】 

「人」 
ミツカンと地域のつながり

「土」 
地中熱利用アースピット

「光」 
豊富な太陽エネルギー 

「水」 
既存井戸水の有効活用
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半田運河の河川冷却風
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